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ドキュメントマスター開発者に聞く



はじめまして、ZeroDivideの倉橋徹次と申します。こ
の連載では、弊社製品の「ドキュメントマスター」につい
てお話ししていきたいと思います。

ドキュメントマスターとは？
メンバーソースから設計書を自動作成

ドキュメントマスターはIBM i 向けに開発された、メン
バーソースから設計書を自動作成するツールです（画面1）。

ただし現在は設計書の作成以外にもさまざまな機能を盛
り込むことで、日々の開発や運用にも活用できるツール
へと進化しています。

大別すると、以下の４つの機能があります。

（1）設計書の作成
開発済みのメンバーソースから設計書を作成できます。

作成できる設計書はメンバーソースについてさまざまな
情報を文章化した「詳細設計書」と、資産目録やクロスリ

ファレンスとして使える「管理資
料」です。また、スケジューラー
が用意されているので、日々の
更新作業を自動化できます。

（2）設計書の閲覧・編集
作成された設計書の閲覧およ

び編集ができます。なお設計書は
独自形式で保管されているため、
閲覧や編集にはドキュメントマス
ターが必要になります。

倉橋 徹次
株式会社 ZeroDivide
代表取締役社長

 IBM iの開発・運用で
ドキュメントが
 存在しない理由

Profile
1971 年東京生まれの埼玉育ち。コンピュータとの出会いは小学校時代の友達の家にあった PC-6001。中学生の時に買ってもらっ
たシャープ製パソコン「X1」でプログラムの面白さに目覚める。社会人になってからは金融系のシステム開発で COBOL や PL/1
の実務経験を積むが、バブルがはじけてからは自社製ソフトの開発要員となる。前の会社で代表を務めるも 2010 年に独立して㈱
ZeroDivide を設立。現在は、開発とお客様サポートに奔走する充実した日々を送る。

第1回

画面 1　ドキュメントマスターの画面
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（3）分析ツール
設計書の作成段階でメンバーソースを解析しますが、

結果は「辞書」と呼ばれるデータベースに保管されます。
この辞書を使用したさまざまな分析ツールを提供してい
ます。

（4）設計書の変換
作成された設計書をPDFやDocuworks形式といった汎

用形式に変換できます。なお設計書の変換はスケジュー
ラーを使うことで自動化できます（利用に際しては保守契
約が必要です）。

図表1にドキュメントマスターの製品体系と対応機能、
図表2に提供形態を記しておきます。

なぜ設計書を自動作成するのか？
ドキュメント不在のシステム運用に潜む危うさ

初めに設計書の自動作成について、世の中の変化を交
えながらお話ししたいと思います。

今も昔もシステム開発を行えば、何かしらのドキュメ
ントを作成します。しかし内容はまちまちで、メモ書き程
度でいきなり開発を始めてしまう場合もあれば、要件定
義から始まって詳細設計書やテスト仕様書までキッチリ

作成してから始める場合もあります。
ユーザーからIBM iについて、「非常に開発しやすいの

で、ドキュメントを作成せず、いきなり作り始めてしまう。
その結果、ドキュメントが存在しない」という話をよく
聞きます。実際にこの製品を手掛けて10年以上になりま
すが、驚くことにドキュメントが全く存在しない状態で
新規開発や日々のメンテナンスを実施している開発者も
おられます。

IBM iには、十分なドキュメントを整備しなくても、開
発が始められるフットワークの軽さとも言える優れた
特性があるのかもしれません。

ただそれ以前に、長年の開発の中でドキュメントが
存在しなくても困らなかった背景があるのも事実でしょ
う。実際に開発に携わった人間が今でもそばにいる場合、
その人間の頭の中にはシステムの詳細が全て入っている
ので、わざわざ文章化する必要がないという話をよく耳
にします。

これは例えて言えば、開発者本人が「生きたドキュメン
ト」と呼べるような存在であるということです。実際に、
ドキュメントの有無は直接開発には影響しないと考える
開発者は多いのではないでしょうか。そしてその根拠は、

「頭の中にシステムが入っている」や「開発を担当した人間
に聞けばよい」ではないでしょうか。

しかし開発者がこの先も居続けることを前提にしたシ

設計書の作成 設計書の閲覧・編集 分析ツール 設計書の変換

Professional 版 ○ ○ ○ ○

Advanced 版 ○ ○

Client 版 ○

図表 1　ドキュメントマスターの製品体系と対応機能

図表 2　ドキュメントマスターの提供形態

受託 メンバーソースをお預かりして設計書を作成するサービス。
主に社内に技術者がいない場合などに利用。

レンタル
半年もしくは１年のソフトウェアレンタル。
コストを抑えて設計書の作成を行う場合やライセンス購入前の評価用として利用。
なお開発会社の場合にはライセンス販売を行っていないためレンタルでの利用となる。

ライセンス販売 製品を購入して利用。なおライセンス販売では保守契約を結ぶことで運用。
サポートや保守ユーザー専用機能の使用、最新版ソフトウェアの提供など。画面 1　ドキュメントマスターの画面
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ステム運用は、大変危ういと言えます。仮にキーとなる
人間に万一のことがあったとしても、システムの運用を
やめるわけにはいかないからです。

現在は内部統制などの観点から、一部上場企業のみな
らず関係会社についても、ドキュメント整備が必須要件
になりつつあります。従来の「あってもなくてもよいもの」
から、「なければいけないもの」に変わりつつあるわけで
す。今後は、他部門や親会社からシステムに関する文書
の提出を求められる機会も増えていくでしょう。

また開発者の高齢化に伴って、システムの引き継ぎも
現実的な問題として対応を迫られるようになっています。
長年かけて蓄積してきた知識をあらためて明文化するこ
とは、開発者にとって簡単な作業ではありません。しか
も後輩たちにきちんと伝えていかなければシステムその
ものが動かなくなるので、いい加減なものは残せません。

その上、こうした開発者はたくさんの業務を抱え込む
ことが多く、結果的にドキュメントの整備は大変過酷な
作業となります。

このような背景から、定年を迎えた開発者が嘱託社員
として引き続き現場に残る場面も多々見受けられます。
2007年問題がそれほど大きな問題にならなかった要因と

して、こうした背景もあるわけですが、実際には問題の
先送りを図っただけです。むしろキーとなる開発者の高
齢化に伴う万一のリスクは年々高まっているわけですか
ら、いつ重要な知識が失われるか分からない状態は大変
危険だと言わざるを得ません。

こうした問題の先にある姿として、システムの面倒を
見てくれる人間がいなくなった会社もあります。このよう
な会社では、経営層が危険性に気づいて外部に委託しよ
うと思い立っても、最初にシステム分析などが発生する
ことが珍しくないため、想像以上のコストがかかり、二
の足を踏むこともあります。

どうせコストがかかるならと、オープン系にリプレース
しようと考えて見積もりを出してもらったところ、莫大な
お金と時間がかかることが分かり、結局は今のシステム
が動いているから、ブラックボックスであってもそのまま
使い続けざるを得ないという笑えない話も現実にありま
す。そうした会社はまさに綱渡り的な運用を続けている
とも言えます。

こうした最悪の事態に陥らないためにも、システムを
把握している開発者がいる間に設計書の整備を始めるべ
きです。また実際に整備を始めるにあたっても、開発者

設立年数
10 年未満 3

20 年未満 5

30 年未満 18

40 年未満 8

50 年未満 12

60 年未満 11

70 年未満 21

80 年未満 7

90 年未満 4

90 年以上 7

不明 8

資本金
5000 万未満 9

1 億未満 16

5 億未満 27

10 億未満 10

50 億未満 12

100 億未満 6

100 億以上 16

不明 8

社員数
100 未満 11

500 未満 38

1000 未満 11

1 万未満 19

1 万以上 6

不明 19

図表 3　ドキュメントマスターの利用ユーザーと運用状況

（社）

（社）

（社）

（単位：円）

（単位：人）
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に負担をかけるような方法ではうまくいきません。ツール
などを導入することで、日々の作業負担を最小限に抑え
ることが設計書の整備をうまく進めるキーポイントになる
わけです。

参考までに、図表3にドキュメントマスターを利用され
たユーザーのプロファイルとドキュメント運用状況を紹
介します。

ドキュメントマスター導入の利点とは？
設計書作成に要するコストを大幅削減

少し不安を煽るようなお話をしましたが、現在は当社
の製品や他社の同種製品（図表4）などを使用することで、
こうしたリスクを軽減することが可能です。そうした点
を踏まえて、ドキュメントマスターを導入する利点をご説
明したいと思います。

まず設計書の作成にかかるコストを大幅に削減できま
す。例えば1000本のプログラムの設計書を作ると仮定し
て、1メンバーにつき１時間かかるとしたら合計1000時間
となります。営業日ベースで考えるなら、ざっと半年程
度の時間をドキュメントの作成に明け暮れる計算になり
ます。

ただ、それだけの時間とお金をかけて作成された設計
書も、日々の改修作業によってすぐに陳腐化していきま
す。実は、設計書の作成にかかるコストを考える時に最
も大切なことは、この「継続的に更新し続ける」という点
にあります。

一般的に開発部門は開発そのものにリソースを集中さ
せているため、設計書の作成や改修に時間を取ることが
難しいのが現状です。仮にそのような環境でドキュメン

製品名 ベンダー名 概要（URL）
ToolBox 各種 ネオアクシス http://www.neoaxis.co.jp/product/Toolbox/index.html
SS/Tool-Ⅱ アイエステクノポート http://www.istechnoport.co.jp/product/sstool/index.html
DOCCM400 システムファーム http://doccm400.com/index.html
S-AIDビューワ アクロックス http://www.aclox.co.jp/businessdomain/sol.html
Scat-R400 エス・アイ・ティ http://www.scat-r.jp/kinou1.html

Dr.Doc 日本クラウド・グローバル
http://www.dreamcluster.com/drdoc/
※ 現在は IBM i のRPGやCOBOL資産移行（コンバージョン）を実施

http://www.dreamcluster.com/service/09trummeister/

トの作成や改修を徹底させたとすれば、人を増やすことで
全体の作業量を増やすか、または開発の効率を落とさざる
を得ません。

ドキュメントマスターを導入することで、設計書の整備
に費やされる余分な負担をツールが吸収するため、従来と
比べて遜色のない開発効率を維持したまま、設計書の整備
を進めることができます。　

なおドキュメントマスターで約1000本のシステムを文章
化する場合、設計書をPDFに変換するまでの時間を含めて
も3時間程度で完了します。しかも何度でも、同じ精度で
再作成できます。

またドキュメントマスターの導入により文章化が進むと、
当然のことながらシステム全体の見通しがよくなります。
一般的にシステム関係者以外は実際にどのようなシステム
になっているか把握することが困難ですが、文章化される
ことで、利用者側もある程度システムの外観を把握できま
す。システムのブラックボックス化を防げるわけです。

さらにドキュメントマスターを使用することで、既に管
理者がいないシステムを外部委託で業者に任せる際のシス
テム分析にかかるコストを抑えることができます。またシ
ステム分析の結果を自分たちで理解することで、新しい機
能追加や整備についても提言しやすくなります。

重要な点は、余計な作業をツールに任せることで、従来
の業務への負担を最小限に抑えられるということです。ま
た文章化を進めることでシステムが可視化され、結果的に
オープンで継承しやすいシステム運用が可能になります。

次回は、製品の構成や利用形態について、もう少し具体
的なお話をしていきたいと思います。

図表 4　ドキュメント作成ツール一覧	

 IBM iの開発・運用でドキュメントが存在しない理由第1回
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こんにちは、ZeroDivideの倉橋です。今回は、「ドキュ
メントマスター」にはどのような製品のグレードがあるの
か、そして利用形態や導入後の運用イメージについてお
話していきます。

製品のグレードについて
Professional、Advanced、Clientの3種類

ドキュメントマスターには利用目的に合わせて3種類の
グレードが用意されています。ライセンスは導入するPC
ごとに必要になります。

（1）Professional 版
設計書の作成・閲覧、システムの分析、スケジューラー

による設計書の自動更新など全ての機能を利用できるグ
レードです。本製品が1ライセンスあれば設計書の作成か
ら閲覧まで行えます。なおPDF設計書の作成など、一部
の保守ユーザー用機能をご利用いただくためには保守契
約が必要になります（保守契約については後述）。

（2）Advanced 版
Professional版から設計書作成に関する機能や保守ユー

ザー用機能を省いたグレードです。設計書の閲覧と併せ
て分析機能を自身のPCで利用したい場合に導入します。

（3）Client 版
Advanced版から分析機能を省いたグレードです。自身

のPCで設計書の閲覧を行う場合に導入します。

Professional版以外のグレード（以下、クライアントソ
フト）は、複数ライセンスをまとめて購入することで1ラ
イセンスあたりの価格を抑えることができます。ただし、
最近はリモート・デスクトップや保守ユーザー用機能な
どの活用によりクライアントソフトを購入せずに済ませる
ケースも目立っています。

利用形態について
受託翻訳サービス、レンタル、購入の3種類

ドキュメントマスターの利用形態は、お客様のニーズ
や予算に合わせて以下の3種類から選ぶことができます。

（1） 受託翻訳サービス
対象となるメンバーソースとメンバーリストをZeroDivide

倉橋 徹次
株式会社 ZeroDivide
代表取締役社長

製品のグレードと
運用イメージ

Profile
1971 年東京生まれの埼玉育ち。コンピュータとの出会いは小学校時代の友達の家にあった PC-6001。中学生の時に買ってもらっ
たシャープ製パソコン「X1」でプログラムの面白さに目覚める。社会人になってからは金融系のシステム開発で COBOL や PL/1
の実務経験を積むが、バブルがはじけてからは自社製ソフトの開発要員となる。前の会社で代表を務めるも 2010 年に独立して㈱
ZeroDivide を設立。現在は、開発とお客様サポートに奔走する充実した日々を送る。

第2回
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がお預かりして設計書を作成するサービスです。主に、シ
ステム管理者がいないお客様や、システムを別のホスト
などへ移行するお客様が利用されています。

料金は、対象となるメンバーソースの本数に応じて変わり
ます。また、納品される設計書は独自形式となりますので、
閲覧にはクライアントソフトが別途必要となります。なお、
有償になりますが、設計書をPDF形式やDocuWorks形式
で納品することもできます。

納品はCD-RやDVD-Rなどのメディアによる提供のみ
で、紙媒体では行っていません。最初の納品から1カ月以
内であれば無償で再作成を行えますが、対象となるメン
バーソースの本数によっては、再作成した設計書の納品
まで３日〜１週間程度かかることがあります。

なお、ドキュメントマスターの実装機能によっては設計
書を正しく作成できない場合がありますので、その点を予
めご了解いただいた上でご利用いただくことになります。

（2） レンタル
半年または１年間のレンタルとして利用する形態です。

主に、現状の設計書を作成するためにご利用いただいて
います。システム開発会社は、このレンタル形態のみ利
用可能で、後述するライセンス購入は行えません。

料金は利用期間に応じて変わります。この利用期間を
うまく設定することにより、メンバーソースの本数が多
いお客様は、受託翻訳サービスよりもずっと安い料金で
設計書を作成できます。レンタル利用ならば、お客様自
身で何度でも設計書の再作成が行えるのも利点でしょう。
受託翻訳サービスかレンタルかで悩まれるお客様の場合、
技術者が常勤しているなら、大半のお客様はレンタルを
選択されます。

レンタル終了後は、Advanced版を１ライセンスご提供
しています。これによりレンタル終了後も設計書の閲覧
やシステムの分析機能を利用できますので投資がムダに

なりません。
さらに、開発会社以外のお客様であれば、差額で

Professional版のライセンスをご購入いただけます。例え
ば、最初にレンタルを使用して製品の評価を行い、お客
様の利用イメージに合うことを確認された上でご購入い
ただくことができます。

（3）ライセンス購入
 製品を購入してご利用いただく方法です。前述のとお

り開発会社へのライセンス販売は行っていません。なお、
販売について制限を設けているのはProfessional版だけ
で、Advanced版やClient版については特に制限なくご購
入いただけます。

ライセンス購入とレンタルでは、利用に関して次のような
違いがあります。利用するグレードは、どちらもProfessional 
版です。

① 一度に管理できる対象システムの数
ライセンス購入では、一度に複数のシステムを管理で

きます。レンタルでは１つだけです。そのためレンタル
で複数システムの設計書を作成する場合は、適時設定を
変更しながら作業を進める必要があります。

② ソフトウェアのバージョンアップ
ライセンス購入の場合、次回の保守契約更新時に無償

で最新版を提供しています。レンタルの場合は、ご連絡
いただければいつでも最新版を提供しています。ご提供
はメディアのみで、原則、お客様に導入を行っていただ
くことになります。

③ 保守ユーザー用機能の利用について
ライセンス購入では保守契約が必要になりますが、レ

ンタルでは契約なしでご利用いただけます。
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保守契約について
各種サポートと保守ユーザー用機能

ここまでの話で「保守契約」という言葉が何回か登場し
ましたが、ドキュメントマスターではお客様に長く安心し
てご利用いただくために、有償による年間保守契約をご
用意しています。保守契約を結ぶことで各種サポートや
保守ユーザー用機能をご利用いただけます。

保守の内容は以下のとおりです。

・電話・FAX・メールを使用したQ＆Aおよびサポート
・保守更新時にソフトウェアの最新版を無償提供
・バグフィックス版プログラムの提供
・保守ユーザー用機能の利用

「保守ユーザー用機能」とは、保守契約を結んだお客様
がドキュメントマスターをより便利に活用いただくために
用意されたもので、現在は図表にあるように６つの機能
を利用できます。

なお、保守契約を結んでいない場合でも、基本的な質
問にはお答えしています。またサポートの実施に当たっ

て別途費用が発生する場合には事前にご連絡の上、お見
積もりをさせていただきます。

続いて、OSのバージョンアップ対応についてご説明し
ます。

① IBM i について
一部の定義ファイルを書き換えることにより対応できま

す。定義ファイルは複数用意できますので、バージョンが
異なる複数のOSを抱える環境でもご利用いただけます。

② Windows について
保守更新時に最新版を提供することで対応を行ってい

ますが、Windows XPからVistaないし７への移行のよう
にOSの構造が大きく変わる場合は、保守料金の改定など
が発生する場合もあります。

当社では、お客様からの機能追加や改善の要望を随時、
ドキュメントマスターに反映しています。そうした機能を
反映したプログラムの提供を受けるには保守契約が必要
になります。保守契約がない場合や途中解約の場合、再
度契約を結ぶには、導入からその時点までの保守契約の
ない期間の保守料金を精算していただくことになります。

図表 保守ユーザー用の 6 つの機能
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No. 機能名称 説明

1 ファイルオブジェクト変換 IBM i 上のファイルオブジェクトから設計書やメンバーソースを作成します。

2 Web 設計書の作成 作成された設計書を HTML+SVG 形式に変換します。

3 PDF 設計書の作成 作成された設計書を PDF ファイルに変換します。

4 DocuWorks 設計書の作成 作成された設計書を DocuWorks ファイルに変換します。
なお使用に際して Docuworks が必要になります。

5 Excel 設計書の作成 作成された設計書を Excel 形式に変換します。
なお使用に際して Excel が必要になります。

6 ACCESS 変換 作成された設計書や辞書を Access 形式に変換します。



⃝既刊号と今後の予定
第 1 回（2 月号）……… IBM i の開発・運用でドキュメントが存在しない理由
第 2 回（3 月号）……… 製品のグレードと運用イメージ
第 3 回（4 月号）……… 導入前評価について
第 4 回（5 月号）……… 機能紹介  ～設計書作成編～
第 5 回（6 月号）……… 機能紹介  ～分析ツール編～
第 6 回（7 月号）……… 機能紹介  ～変換機能編～
第 7 回（8 月号）……… まとめと今後の展望

運用イメージについて
導入期、構築期、運用期での違い　

最後に、ドキュメントマスターを導入した場合の運用
イメージをご説明します。大きくは、導入期、構築期、
運用期に分かれます。

（1） 導入期
ソフトウェアの導入とそれに伴う初期の設定作業がメ

インとなります。インストール作業、対象となるソースラ
イブラリの選定、メンバーソースのPCへの転送、そして
設計書を実際に作成しながら使用方法を覚えることに多
くの時間を費やします。

お客様が導入支援を申し込まれている場合は、教育や設
定支援の目的でお客様を訪問し、直接サポートを行うこと
の多い時期でもあります。ドキュメントマスターの利用に
関する基本的な質問が多いのも、この時期になります。

（2） 構築期
この時期には、主要なシステムの設計書が既にできあ

がっています。その結果を踏まえて、使用する原紙（設計
書のフォーマット）の選択や各種オプション設定、設計書
の作成スケジュールなどを見直すことに多くの時間を費
やします。またソースの書式の標準化を行う場合もあり
ます。本格運用へ向けてのご相談や機能追加のご要望を

多くいただくのはこの時期になります。

（3） 運用期
設計書の作成について１つのサイクルができ、運用に集

中できる時期です。スケジューラーを使用して設計書の更
新を自動化したり、手動で行う場合のマニュアルを整備す
ることにより、前回の設計書の作成から時間が経ってもス
ムースに操作できる環境が整います。

この時期になると、突発的な事象（PCのクラッシュなど）
に付随する問題を除いてお問い合わせはほとんどなくなり
ます。また、日常の業務の中でドキュメントマスターの存
在をほとんど意識することなく、最新版の設計書を閲覧で
きるようになります。

上記の分類は、あくまでも大まかな区分けです。実際に
１カ月ほどで運用期まで進む場合もあれば、構築期で何年
もかかるお客様もいらっしゃいます。傾向としてメンバー
ソースの多いお客様は設計書の作成に時間がかかるためリ
トライがしづらく、オプション設定などの見直しに時間が
かかってしまうため、結果的に運用期に入るまでに多くの
時間を費やすことになるようです。

今回はパンフレットの但し書きを羅列したような内容に
なってしまいましたが、次回は導入前評価についてお話を
していきたいと思います。

倉橋さんの
ドキュメントマスターによる
設計書作成・管理・活用講座

製品のグレードと運用イメージ第2回
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こんにちは、ZeroDivideの倉橋です。今回は、ドキュ
メントマスターの導入前評価についてお話します。

導入前評価をめぐる
あれこれ

一般的に、製品の導入前には評価を行うと思います。ソ
フトウェアによっては試用版を使って比較的簡単に評価を
始められるものもありますが、残念ながらドキュメントマ
スターには試用版がありません。これは、試用版が製品の
理解や販売に対して必ずしも良い影響を与えるとは限らな
いという私自身の経験からの判断です。

試用版以外の評価方法としてデモンストレーションとい
う手段もありますが、やはり試用版ほどの気軽さがありま
せん。以前に「製品の購入はまだ決まっていないがデモを
行ってもらえるか？」という問い合わせをいただいたことが
あります。デモを見て評価するわけですから、見る前に決
まっていたらおかしいのですが、こういう心配をされる方
がいるということは、それだけ心理的な負担があるという
ことでしょう。

当然、最終的な判断は実際にデモなどを見てから決めて
いただくほうが良いのですが、その前にもう少し手軽に製
品の評価ができないか？　ということで弊社が考えたのが

「お試し翻訳サービス」と呼ばれる無料の設計書作成サービ
スです。

「お試し翻訳サービス」の
概要とその流れ

「お試し翻訳サービス」とはお客様からメンバーリスト
とメンバーソースをお預かりして設計書を作成するサー
ビスです。もちろん費用は一切かかりません。サービス
の実施に際してお申し込みは必要ですが、基本的にはソー
スを送るだけで早ければその日のうちに、遅くとも2〜3
日ほどでサンプルが届くので比較的気軽に利用できます。

それではサービスがどのような流れで行われるかご説
明いたします（図表1）。

❶ メールでお試し翻訳の申し込み
弊社宛にお試し翻訳を行いたい旨のメールを送ります。

ドキュメントマスター
の導入前評価

倉橋 徹次
株式会社 ZeroDivide
代表取締役社長

Profile
1971 年東京生まれの埼玉育ち。コンピュータとの出会いは小学校時代の友達の家にあった PC-6001。中学生の時に買ってもらっ
たシャープ製パソコン「X1」でプログラムの面白さに目覚める。社会人になってからは金融系のシステム開発で COBOL や PL/1
の実務経験を積むが、バブルがはじけてからは自社製ソフトの開発要員となる。前の会社で代表を務めるも 2010 年に独立して㈱
ZeroDivide を設立。現在は、開発とお客様サポートに奔走する充実した日々を送る。

第3回
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図表 1 図表 2

弊社HPのお問い合わせ画面にメールアドレスがあります
ので、そちら宛にお申し込みください。基本的に文面は
問いませんが、少なくとも会社名と部署名、担当者のお
名前はご記載ください。電話でのお申し込みもあります
が、その場合もメールでのお申し込みが必要になります。

❷ 弊社からメンバーソースの転送用ツールを送付
弊社からメンバーソースの転送に使用する専用ツール

を送付します（図表2）。実際には、ツールのダウンロード
先URLの送付ですので、ソフトをダウンロードしPCに
インストールして作業を行います。ソフトのインストール
は通常のWindowsアプリケーションと同じようにインス
トーラーを使用します。

なお転送用ツールの操作方法については一緒にインス
トールされるマニュアルを参照してください。また転送
ツールには使用期限が設定されていますので、例えば過去
に転送用ツールを使用したPCでは新たにインストールを
行っても使用できない場合がありますのでご注意ください。

❸ ツールを使ってメンバーソースの転送
転送用ツールを使用してメンバーソースとメンバーリ

ストをPC側に転送します。詳しい手順についてはマニュ
アルをご覧ください。転送用ツールはFTP経由でIBM i
と接続を行いますので、FTPサーバーをあらかじめ起動
しておいてください。

お試し翻訳サービスの流れ

メールで弊社宛にお試し翻訳の申し込み。

弊社からメンバーソースの転送用ツールを送付。

ツールを使ってメンバーソースの転送。

転送したメンバーを弊社に転送。

お預かりしたメンバーソースから設計書を作成。

完成した設計書をPDFファイルでお渡し。
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❹ 転送したメンバーを弊社に送付
PC側に転送したメンバーソースとメンバーリストを弊

社に送付します。ZIP形式などで圧縮されたものをメール
で送っていただいてもかまいませんし、「宅ふぁいる便」
などのファイル転送サービスを利用していただいてもか
まいません。

❺ お預かりしたソースから設計書を作成
メンバーソースとメンバーリストが到着次第、設計書

の作成に取りかかります。設計書の作成には常に最新版
のドキュメントマスターが使用されます。

❻ 完成した設計書をPDFファイルでお渡し
完成した設計書はPDFファイルとしてお渡しします。

容量が大きい場合は宅ふぁいる便などのファイル転送
サービスを使用する場合もあります。あらかじめご連絡
いただいていればPDFファイル以外にExcelファイルや
DocuWorksファイルとしてお渡しすることもできます。

流れについては以上ですが、少し補足説明をさせてい
ただきます。

お渡しする設計書の数は、メンバーソースの総数が十
数本程度であれば作成した設計書を全てお渡ししていま
す。数百〜数千本になる場合は、そのうちの一部（十数本
程度）となります。ただし、一部と言ってもCLやRPGの
設計書については関連するファイルや画面の設計書が含
まれますので、例えばファイルを５つ、画面を1つ使用し
ているRPGプログラムの場合、実質的には7本分の設計
書をお渡しすることになります。PDFファイルには「しお
り」が付きますので、各設計書を素早く切り替えて閲覧で
きます。

また、無料でお渡しできる成果物は設計書だけではあ
りません。「RPGソース日本語化」機能を使って日本語化
したソースのサンプルや「フィールドネット」（検索機能）
による検索結果をCSVファイルやExcelファイルにして
ご提供したり、管理資料をACCESS形式に変換してお渡
ししてきました。これらには事前のご相談が必要になり
ますが、お客様が製品の評価を行う上で判断材料となる
さまざまな情報をご提供するように心がけています。

お客様の中にはWindowsの扱いに不慣れな方もいらっ
しゃいます。転送用ツールをインストールしてもイマイチ
使い方がわからない、うまく動かないという場合もありま
す。そういった場合には、IBM iのセーブファイルとして
メンバーソースを送っていただいてもかまいません。そ
の際にはあらかじめご連絡をお願いいたします。ちなみ
に形式は、V5R4で読み込み可能な形式となります。

以上のように気軽に利用でき、しかも柔軟な対応が可
能なサービスなのですが、昨今のお客様のセキュリティ
事情から利用が難しい場面も増えています。そこで、次
にご利用いただきたいのがお客様先に伺って実施するデ
モになります。

デモという選択肢
3パターンをご用意

デモを行う利点はいろいろあります。外部に持ち出し
不可能なメンバーソースを使ってサンプルを作成できま
すし、ソフトの動きを実際に確認することもできます。し
かし何よりの利点は、訪問した専門の技術者（私ですね）
にソフトの動作や利用方法などを直接質問することで疑
問や不安を解消できることでしょう。
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弊社では、デモの方法について3つのパターンを用意
しています。

❶ 弊社が用意したサンプルデータで
　 デモをご覧いただく場合

オーソドックスなデモのパターンです。お客様は紙の
資料とプロジェクターから映し出される画面を確認しな
がら、ドキュメントマスターについて理解を深めていた
だきます。製品についてご存じないお客様が概要を知る
ためには最適のデモになります。

❷ お客様のデータを使って
　 デモをご覧いただく場合

あらかじめ転送ツールを使ってメンバーソースとメン
バーリストを用意していただき、それを使ってデモを行
います。デモの最後には「お試し翻訳サービス」と同様に
PDFファイルの設計書をお渡ししますので、後から結果
を精査したり、稟議書の添付資料として利用することが
できます。ただしデモには弊社から持参したノートPCを
使用しますので、ファイル転送など、いくつかの機能に
ついては実際の動作をご覧いただくことができません。
製品の動作そのものよりも成果物である設計書の出来栄
えを重視するお客様には最適のデモになります。

❸ お客様PCにドキュメントマスターを導入し
　 デモをご覧いただく場合

実際の環境にドキュメントマスターを導入してデモを
ご覧いただきます。ご用意いただくメンバーソースにも
よりますが、ほぼ全ての機能を実際の環境で確認できる
ため、デモであると同時に動作確認も行えます。もちろ
ん作成した設計書の一部はPDFファイルとしてお渡しし
ます。製品を実際に導入して使ってみたいと強く思われ

ているお客様や、運用まで意識して確認を行いたいお客
様に最適なデモになります。

デモ費用・交通費は一切不要
お声がけは気兼ねなく

さて、デモというと冒頭でも触れているように、やはり
心理的には抵抗が大きいものだと思います。少なくとも
試用版のような、ある意味、お客様任せの評価方法とは
異なる空気があることは事実だと思います。その負担を
軽減する一助になるか分かりませんが、最後に少し費用
面のお話をしておきます。

現在、デモを行うに当たって費用は一切いただいてお
りません。もちろん遠方であっても交通費をいただくこと
もありません。なぜこうしているかといえば気軽に評価を
していただきたいからです。

ドキュメントマスターは決して安い製品ではありませ
ん。レンタルで100万円ほど、ライセンスであれば300万
円ほどの費用がかかります。だからこそ製品に興味を持
たれたお客様には、まず機能をじっくり見ていただき、実
際に評価に値すると思えた時点で値段に見合う投資とな
るかを判断していただきたいのです。もし投資に見合わ
ないと判断された時には、気兼ねなくお断りいただいて
まったく問題はありません。

そういうわけですので気兼ねなくお問い合わせいただ
ければ何よりです。

　　　
導入前評価については以上になります。次回からは、

いよいよ製品の持つさまざまな機能についてお話をして
いきます。

ドキュメントマスターの導入前評価第3回
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IBM i でメンバーリストを作成する（DSPFDコマンドを使用）

作成したメンバーリストをPC側に転送する

転送されたメンバーリストを元にメンバーソースを転送する

転送されたメンバーソースから辞書を作成する（辞書化）

メンバーソースと辞書から設計書を作成する（翻訳）

「ファイル転送」で行う作業

設計書作成の流れ

「言語翻訳」で行う作業

こんにちは、ZeroDivideの倉橋です。今回から３回に
分けて「ドキュメントマスター」の具体的な機能について
お話ししていきます。１回目は、設計書の作成機能を 
中心にお話を進めます。

設計書の
作成方法について

ドキュメントマスターは、開発済みのメンバーソースか
ら設計書を作成します。大まかな流れは図表１のようにな
ります。まず初めに「ファイル転送」から見ていきましょう。

ファイル転送　
IBM iからメンバーソースの取り込み

ドキュメントマスターはPC上で動作するソフトウェアな
ので、設計書を作成する際に元情報となるメンバーソース
をIBM iから入手しなければなりません。そのために使用
するのが「ファイル転送」です。
「ファイル転送」によるメンバーソースの取得は、図表１の
通り、最初に対象となるソースライブラリのメンバーリス
トを作成し、それを元にメンバーソースを取得します。

図表 1

機能紹介
〜設計書作成編〜

倉橋 徹次
株式会社 ZeroDivide
代表取締役社長

Profile
1971 年東京生まれの埼玉育ち。コンピュータとの出会いは小学校時代の友達の家にあった PC-6001。中学生の時に買ってもらっ
たシャープ製パソコン「X1」でプログラムの面白さに目覚める。社会人になってからは金融系のシステム開発で COBOL や PL/1
の実務経験を積むが、バブルがはじけてからは自社製ソフトの開発要員となる。前の会社で代表を務めるも 2010 年に独立して㈱
ZeroDivide を設立。現在は、開発とお客様サポートに奔走する充実した日々を送る。

第4回
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画面1 画面2

ちなみに、ドキュメントマスターを使用する際にIBM i
上で用意するのはメンバーリストを保管するためのライブ
ラリだけです。IBM iにプログラムなどを導入することが
ないのでシステムを不安定にする心配がありません。

なお、通常はメンバーソースの転送にIBM iのFTP
サーバーを使用しますが、使用できない場合はエミュレー
ターのファイル転送機能を使用します。その場合は転送
前にあらかじめメンバーリストを作成しておく必要があり
ます。FTPサーバーが使用できる場合は、ドキュメント
マスターからFTP経由でコマンドを発行することでメン
バーリストを作成できます。
画面1は「ファイル転送」のメイン画面です。ここではメ

ンバーソースごとのライブラリ、ファイル、テキスト記述
や更新日、種別（CL、RPG、PFなど）を確認することがで
きます。

メンバーソースを転送するには、この画面で対象となる
メンバーソースを選択します。選択は基本的に手動で行い
ますが、前回の転送以降に更新されたものだけを表示し
たり、対象外にしたいメンバーソースの命名パターンを
登録し任意のメンバーソースを選択できないようにする
ことで、必要なメンバーソースを効率よく選択できます。

メンバーソースが選択できたら転送を行います。IBM i
から取得するデータはバイナリー形式で受け取り、PC上で
テキスト形式に変換しています。これによりIBM iの負荷
を軽減するとともに柔軟なコード変換を実現しています。

IBM iからのデータ取得ということで、「OSをバージョ
ンアップした場合はどうなるのか？」といった質問をよくい
ただきますが、転送に使用する定義ファイルの書き換えで
対応できます。定義ファイルはテキスト形式なので、メモ
帳などでも簡単に書き換えることができます。

メンバーソースの転送が完了したら、次は「言語翻訳」を
行います。

言語翻訳
メンバーソースを元に設計書の作成

「ファイル転送」で転送したメンバーソースから設計書を
作成するのが、「言語翻訳」です。
「言語翻訳」では、「辞書化」と「翻訳」の２つの工程を経て
設計書を作成します。「なぜ翻訳なのか？」という質問をよ
く受けますが、これは「機械の言葉で書かれたものを、人
間が分かる言葉に翻訳する」というところからきています。
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画面 3 画面 4

まず「辞書化」ですが、これは設計書作成で使用するメン
バーソースごとのさまざまな情報をデータベース化する作
業です。例えば、RPGやCLプログラムが使用しているファ
イルや、DDSで定義されたフィールド情報などが辞書に保
管されます。メンバーソース上に直接記述されていない情
報が必要になった際の情報元として使用されます。なお、
設計書のうち管理資料とプログラム関連図、変更履歴につ
いては辞書のみを使って作成されます。
画面2は、辞書の作成画面です。ここで設計書の保管先

フォルダや対象となるメンバーソースの保管先フォルダを
設定します。設計書は「グループ名」と呼ばれる名前を付け
て管理します。命名は任意ですが、例えば「人事システム」
や「経理システム」といったシステム名以外にも「○×工場」
などの使用先の名前や、システムがライブラリ単位で管理
されている場合はライブラリ名などを使用する場合があり
ます。
「辞書化」が終わると、次は「翻訳」を行います。画面3は、

「言語翻訳」のメイン画面です。ここではまず、対象となる
メンバーソースの選択を行います。手動で行えますし、前回
の作成履歴を元に、更新されたメンバーソースのみを選択
することもできます。選択が終わったら、翻訳を行います。

「辞書化」および「翻訳」の作業時間は、メンバーソースの
総本数（CL、RPG、DDSを含む）が1000本程度であれば 
20分ほど、１万本になると２〜３時間ほどかかります。
もちろん、システムの複雑度やソフトウェアを導入した
PCの性能によって作業時間は大きく変わってきますので、
あくまで目安とお考えください。「翻訳」については最新
のメンバーソースの設計書だけを更新できますが、「辞書
化」については毎回の再構築になります。
「翻訳」が完了したら、次は設計書の閲覧を行います。

グループ設計　
できあがった設計書の閲覧

「翻訳」では設計書を直接イメージとして作成せず、設計
書の明細情報をファイルとして作成しています。この明細
情報と設計書のフォーマット（「原紙」と言います）を組み合
わせてイメージを作成し、表示を行うのが「グループ設計」
になります。

なおドキュメントマスターで「翻訳」を行うと、設計書
本体のファイルと設計書をまとめるファイルの２種類が
作成されます。このうちの後者を「グループファイル」と
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画面 5 画面 6

言います。「グループ設計」では、このグループファイルの
閲覧・編集を行うことができます。
画面4は、「グループ設計」のメイン画面です。ここから

設計書の閲覧や印刷、編集などを行います。個別の設計
書を選択して表示させるとその設計書だけが、メンバー
ソース名を選択して表示させると、そのメンバーソース
に関する全ての設計書が閲覧できます。
「翻訳」時のオプション設定によっては、メンバーソース
で使用されているファイルや画面などの設計書もまとめ
て閲覧することができます。閲覧時には毎回明細情報と
原紙を組み合わせて設計書イメージを作成しますので、
ページ数の多い設計書を閲覧する場合は表示までに時間
がかかります。
画面5は、設計書のプレビュー画面です。表示の拡大や

縮小、ページの移動、印刷などを行うことができます。

スケジューラー
設計書作成の自動化

「ファイル転送」や「言語翻訳」の使用により設計書を作
成できます。毎回それぞれの機能を立ち上げて作業を行

うのは意外に手間のかかる作業です。ドキュメントマス
ターでは、そうした手間を省くために「スケジューラー」
を用意しています。
画面6は、「スケジューラー」のメイン画面です。ここで、

いつ、何を行うか設定していきます。スケジュールを実行
するとログが作成されますので、後から作業経過を確認
できます。
「スケジューラー」には定期的な更新以外に、一連の作業
をバッチ的に処理する機能も用意されています。例えば、
定期的な更新の必要はないが、大きな改修があった時に
設計書を更新したい場合などに利用すると便利です。

設計書の更新を半年や１年に１回だけ行う場合、操作
方法を忘れてしまうことも珍しくありません。そうした
場合には「スケジューラー」を使ってバッチ的に運用する
ことをお勧めしています。

設計書の作成機能の説明については以上です。実際には
もっといろいろなことができますので、詳しく知りたい方
やこの連載を読まれて興味を持たれた方はぜひ、お問い合
わせください。

次回は、分析ツールについてお話ししていきます。

機能紹介〜設計書作成〜第4回
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画面1　RPGソース日本語化のメイン画面 画面2　フィールドネットのメイン画面

RPGソース日本語化
字下げやコメントで読みやすいソースに

「RPGソース日本語化」は、RPGソースに字下げ（インデ
ント）やコメントを付加して見やすく表示するツールです。

ILEの自由構文により記述の自由度は上がりましたが、ま
だまだソフトウェア資産としては固定位置で記述された
ソースが多いようです。

固定位置で記述された場合、条件文やループ文の構造が
把握しづらいという問題があります。またフィールド名な
どの長さがオープン系の開発言語に比べて短いという問題

こんにちは、ZeroDivideの倉橋です。前回に引き続き、「ド
キュメントマスター」の具体的な機能についてお話ししてい
きたいと思います。今回は、「分析ツール」についてです。ド

キュメントマスターでは一連の調査・検索機能を総称して、
「分析ツール」と呼んでいます。その機能は多岐に渡るので、
今回は代表的なツールをいくつかご紹介したいと思います。

機能紹介
〜分析ツール編〜

倉橋 徹次
株式会社 ZeroDivide
代表取締役社長

Profile
1971 年東京生まれの埼玉育ち。コンピュータとの出会いは小学校時代の友達の家にあった PC-6001。中学生の時に買ってもらっ
たシャープ製パソコン「X1」でプログラムの面白さに目覚める。社会人になってからは金融系のシステム開発で COBOL や PL/1
の実務経験を積むが、バブルがはじけてからは自社製ソフトの開発要員となる。前の会社で代表を務めるも 2010 年に独立して㈱
ZeroDivide を設立。現在は、開発とお客様サポートに奔走する充実した日々を送る。

第5回
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画面3　「フィールド使用状況」で検索結果をマトリクス化 画面4　ソース検索のメイン画面

もあります。そのため目的や意味が把握しやすい名前を付
けようと苦労することも多いでしょう。

こうした問題を改善するために、「RPGソース日本語化」
では、まずソースを解析して適切な字下げを行い、プログ
ラム構造を見やすく表示します。また命令を日本語文に置
き換えることで、内容を把握しやすくします。さらにフィー
ルド名については辞書から取得した日本語名称やコメント
を併記することで、フィールドそのものの意味を把握しや
すくします。これらにより容易にソースを読み解くことが
できるようになります。
画面１は、RPGソース日本語化のメイン画面です。画面

左側にはフォルダとソースの一覧が表示されます。ここか
ら、日本語化したいRPGソースを選択します。画面右側に
は選択されたソースが表示されますが、元ソースと日本語
化したソースを並べて表示できます。

２つのソースは連動してスクロールするため、内容を見
比べながら解析作業を進めることができます。

このツールは、委託開発されたソースの解析や、開発を
直接担当していないソースのメンテナンスなどでよく利用
されますが、ユーザーによっては社内のオープン系開発者
がIBM i 側のシステムを把握するため、あるいはRPG初心

者の学習教材として使用されることもあります。

フィールドネット
DDSで定義されたフィールドの使用状況を検索

「フィールドネット」は、DDSで定義されたフィールドが
RPGソース上でどのように使用されているかを検索するた
めのツールです。
画面2は、フィールドネットのメイン画面です。画面上

段には検索メンバーの情報、中央には検索結果の一覧、下
段には使用箇所周辺のソースが表示されます。

検索対象として、ファイルもしくはフィールドが選択で
きます。ソースは元ソースのほかに、日本語化したソース
を表示することもできます。「RPGソース日本語化」でも書
いた通り、日本語化を行うことでソースが読み解きやすく
なるので、解析作業が格段に楽になります。

フィールドネットでは、関連するにファイルについてもま
とめて検索できます。例えば物理ファイルを検索する場合、
その物理ファイルを参照元とする論理ファイルについてもま
とめて検索できます。もちろん論理ファイルについても同様
です。複数のファイルをまとめて検索した場合には、サマ
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画面 5　ソース検索のキーワード検索画面 画面 6　辞書閲覧のメイン画面

リーも作成されます。
検索結果は、目的に合わせてフィールド単位もしくは

ソース単位に並べ替えて表示できます。フィールドごとに
使用されているソースを知りたい場合は前者を、ソースご
とに使用されているフィールドが知りたい場合は後者を使
用します。

使用状況を大まかに把握するためには、「フィールド使
用状況」を使います。これは検索結果をマトリクスとして
まとめたもので、フィールドとソースについて「参照（R）」と

「更新（U）」の関係が一目で把握できます（画面3）。
検索結果はCSVファイルにエクスポートできます。当

然のことながら、関連するファイルについて一括でエクス
ポートできます。

ソース検索
ソースに対する文字列を検索

「ソース検索」は、文字通りソースに対する文字列検索を
行うためのツールですが、実際にはPCに保管されている
テキストファイルであれば、何でも検索できます。
画面4は、ソース検索のメイン画面です。画面上段に検

索結果の一覧、下段に検索条件に合致した周辺のソースが
表示されます。検索はソースの保管先フォルダと検索条件
を設定して行います（画面5）。

検索条件は３つまで設定可能で、それぞれキーワードと
行内の検索範囲を設定できます。RPGソース特有の「C仕
様書で演算項目１に特定のキーワードが含まれるもの」と
いった条件での検索も簡単に行えます。

検索の範囲については、行単位のほかにファイル単位を
選択できます。例えば２つのキーワードが存在するソース
を検索する、といった行単位では難しい検索も実行できま
す。

辞書閲覧
多彩な条件で問い合わせを実行

「辞書閲覧」は、設計書の作成時に生成される「辞書」に対
して、さまざまな条件の問い合わせを行うためのツールで
す。システムのサマリー的な資料としては管理資料が用
意されていますが、例えば特定のファイルを更新している
RPGソースを調べたい場合などは、条件を設定できる辞書
閲覧の方が簡単に、対象のソースを探し出せます。
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画面 7　ソース比較のメイン画面 画面 8　専用のサマリー画面で差分のみを確認

画面6は、辞書閲覧のメイン画面です。画面左側は問い
合わせ一覧です。ここには、いくつかの問い合わせがあら
かじめ登録されていますが、使用者が目的に応じて自由に
追加することもできます。問い合わせは簡単なSQL命令と
いくつかの専用命令によって構成されています。詳細はマ
ニュアルにありますが、SQL文の記述経験があれば容易に
改変や追加できます。

画面右側は、問い合わせ結果の表示エリアです。結果
は一覧形式で表示されます。カラムを自由に入れ替えるこ
ともできます。問い合わせ結果は、CSVファイルもしくは
Excelファイルとしてエクスポートできます。

Excelファイルの場合、作成に多少時間がかかりますが、
画面で表示されたイメージに近い形で罫線やタイトルが設
定されますので、見栄えのよい一覧表を手間なく作成でき
ます。

ソース比較
2つのソースを比較して差分をチェック

「ソース比較」は、２つのソースを比較して差分を調べるた
めのツールです。ソースはPC側に保管されているものだ

けでなく、IBM i上のメンバーソースにも使用できます。
画面7は、ソース比較のメイン画面です。ここで対象と

なるソースを読み込んで比較します。IBM i上 のソースメ
ンバーを比較したい場合は、オプション設定であらかじめ
IBM i に接続するためのユーザー IDやパスワードなどを
設定しておきます。

ソース名のテキストボックスには、比較したいメンバー
ソース名を設定します。PC上のファイルであればフルパ
スのファイル名を設定します。IBM i上のメンバーソース
の場合には、「LIB/FILE（MBR）」の形式で設定します。
なお後者の場合、レコード長が設定できますので適切なサ
イズを設定してください。

比較が行われると、２つのソースの異なる部分が赤で表
示されます。差分のみを確認したい場合には、専用のサマ
リー画面を使用します（画面8）。

分析ツールについては以上です。ほかにも、さまざまな
機能が用意されていますので、興味を持たれた方はぜひお
問い合わせください。

次回は、変換機能についてお話しします。

機能紹介〜分析ツール編〜第５回
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画面1　PDF 設計書の作成画面 画面2　置き換え定義の編集画面

PDF設計書の作成

「PDF設計書の作成」は、設計書をPDFファイルに変換す

る機能です（画面1）。変換には、AcrobatなどのPDF作成
用ソフトウェアは必要ありません。

この機能を使用する最大の利点は、何と言っても作成さ
れた設計書をAcrobat Readerなどのソフトウェアで、複数
同時に閲覧できる点でしょう。

こんにちは、ZeroDivideの倉橋です。前回に引き続き、 
「ドキュメントマスター」の具体的な機能についてお話しして
いきたいと思います。今回は、「変換ツール」を解説します。

なお、今回ご紹介する機能は全て保守ユーザー用の機能で
す。保守に関しては、連載の第２回「製品のグレードと運用
イメージ」の「保守契約について」を参照ください。

機能紹介
〜変換ツール編〜

倉橋 徹次
株式会社 ZeroDivide
代表取締役社長

Profile
1971 年東京生まれの埼玉育ち。コンピュータとの出会いは小学校時代の友達の家にあった PC-6001。中学生の時に買ってもらっ
たシャープ製パソコン「X1」でプログラムの面白さに目覚める。社会人になってからは金融系のシステム開発で COBOL や PL/1
の実務経験を積むが、バブルがはじけてからは自社製ソフトの開発要員となる。前の会社で代表を務めるも 2010 年に独立して㈱
ZeroDivide を設立。現在は、開発とお客様サポートに奔走する充実した日々を送る。

第6回
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画面3　Excel 設計書の作成画面 画面4　変換された設計書の拡大図

ドキュメントマスターで作成された設計書の閲覧には、
専用のクライアントソフトが必要になると以前に述べまし
たが、PDFファイルに変換すれば、クライアントソフトの
ライセンス数を気にせず、普段使いのソフトウェアで誰で
も自由に設計書が閲覧できます。

またスケジューラーを使って変換を自動化できることも、
大きな利点です。グループ設計には印刷機能があり、単に
設計書をPDFファイルに変換するだけであればAcrobatな
どで変換できます。しかし、日常的に更新される設計書を
手動で変換するよりも、スケジューラーで自動化した方が
はるかにスマートな管理方法と言えます。

さらに設計書を変換する際、古い世代のPDFファイルを
バックアップできます。バックアップは１つ前の世代だけを
残せますし、複数世代を残すこともできます。

変換された設計書は、メンバーソースごとに１つのPDF
ファイルにまとめられます。関連するファイルや画面・帳
票などがある場合も同様です。これにより、メンテナンス
時に関連する設計書を探し出す手間を省き、作業効率が高
まります。変換されたPDFファイルには「しおり」が付けら
れるので、閲覧したい設計書を素早く呼び出せます。

また、「置き換え定義」と呼ばれる機能があります（今のと

ころ「PDF設計書の作成」のみに実装されています）。これ
は、変換時に原紙を別のものに置き換えたり、変換の有無
を指定する機能です。例えば言語翻訳では全ての設計書を
作成しておき、PDFファイルに変換する時は、「プログラム
仕様書」「処理フロー」「プログラム関連図」だけを、翻訳時
とは異なる原紙を使用して変換する、といったことが可能
です（画面2）。

Excel設計書の作成

「Excel設計書の作成」は、ドキュメントマスターで作成され
た設計書をExcelブックに変換する機能です。この機能を利
用するには、Excel本体が必要です。スケジューラーを使っ
た自動化や古い世代のバックアップも可能です（画面3）。

設計書をExcelブックで管理する利点としては、変更の
際の自由度の高さが挙げられます。静的な文章のイメー
ジが強いPDFファイルと異なり、Excelブックは更新の自
由度が高いため、例えばプログラムの修正指示をテキスト
ボックスなどを使って直接書き込んだり、処理の詳細に関
する図案を挿入したり、といったことが容易です。ただし、
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画面 5　関連する設計書へのリンク一覧 画面 6　Docuworks 設計書の作成画面

セルではなく描画オブジェクトを使って設計書の変換を
行うため、大変時間がかかります（画面4）。

変換された設計書は、1つのExcelブックにまとめられま
す。タイトルや設計書は、それぞれ個別のシートに保管され
ます。関連するファイルや画面・帳票などがある場合は、同
じExcelブックにまとめたり、それぞれのExcelブックへの
リンクを作成します（画面5）。これによりExcelブックのサイ
ズを抑えつつ、必要な場合には関連するExcelブックを素早
く閲覧できます。

　
Docuworks設計書の作成

「Docuworks設計書の作成」は、設計書をDocuworks文章
に変換する機能です。この機能を利用するにはDocuworks
本体が必要です。前記２つの機能と同様に、スケジュー
ラーを使った自動化や古い世代のバックアップも可能で
す（画面6）。

設計書をDocuworks文章で管理する利点としては、追
記の容易さと変換時間とのバランスのよさが挙げられます。
Docuworks文章は専用ビューワーを使って自由度の高い追

記を行えますが、そのビューワーは富士ゼロックスのホーム
ページから無償でダウンロードできます。

また変換には、PDFファイルの変換よりは時間がかかりま
すが、Excelブックのような、下手をすると変換に何日も要
することはありません。Docuwork文章は、残念ながら知名
度の点ではPDFファイルやExcelブックなどに一歩及びませ
んが、実は使い勝手のよい優れたフォーマットといえます。

Docuworks文章では、PDFやExcelと違って設計書のま
とめ方を選択できます。例えば、Docuworksとして一般的
な「バインダー」としてまとめたり、メンバー名のフォルダ
を作成して、その中に「プログラム仕様書」や「処理フロー」
など設計書ごとにDocuworks文章を保管もできます。もち
ろん関連するファイルや画面・帳票についても同様です。

ACCESS変換

「ACCESS変換」は、ドキュメントマスターで作成された
設計書や管理資料、辞書をACCESS形式のデータベース
に変換する機能です（画面7）。

ドキュメントマスター自体にも、さまざまな分析ツールが
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画面 7　ACCESS 変換画面 画面 8　ファイルオブジェクト変換画面

用意されていることは前回までに述べましたが、場合によっ
てはこれらのツールとは異なる視点でシステムを分析した
り、用意されていないシステム文章が必要になることもあり
ます。そうした場合に「ACCESS変換」を使うことで、ドキュ
メントマスターが作成したシステムのエッセンスをACCESS
形式のデータベースとして自由に活用できます。

機能は、「フォルダの変換」と「管理資料の変換」に分かれ
ます。

前者は対象となるフォルダを選択して変換します。例え
ばプログラム関連図だけを変換したり、辞書を変換するた
めに使用します。

後者は対象となる管理資料を選択して変換しますが、さ
らに処理しやすいように空白項目を1つ前の項目値で埋めら
れます。なお、変換結果はいずれも1つのデータベースとし
てまとめられます。

ファイルオブジェクト変換

「ファイルオブジェクト変換」はファイルオブジェクトか
らソースを作成したり、直接設計書を作成できる機能です

（画面8）。ドキュメントマスターは基本的にオブジェクトを
解析対象としていませんが、この機能だけはオブジェクトを
対象にしています。

この機能はもともと、「ファイルオブジェクトがあるのに
メンバーソースが存在しない」ものを翻訳するために実装
されました。情報源としてファイルオブジェクトそのもの
が使用されますので、単にDDSソースが紛失したファイル
だけでなく、開発ツールやジェネレータを使って作成され
たファイルについても直接設計書やDDSソースを作成で
きます。

作成されるソースは物理・論理に関係なく、全て物理ファ
イルのDDSソースとして作成されます。ただし論理ファイ
ルのソースを変換した場合は、ソース内に元が論理ファイル
であったことを示す専用のキーワードが挿入されます。これ
によりドキュメントマスターが辞書化や翻訳の際に、正しく
ファイルの種類を判別できます。

変換ツールについては以上です。今回で具体的な機能
の説明は終わりです。いよいよ次回は最終回なので、今
までのまとめと今後の展望についてお話ししてみたいと
思います。

機能紹介〜変換ツール編〜第6回
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オブジェクトへの対応

連載の中で、「ドキュメントマスター」はメンバーソースを
基に設計書を作成していることをお話ししました。弊社で
培ってきた技術がもともとソース解析の技術だったのでこ
うしたアプローチを取っていますが、IBM iにはソース以外
にも優れた情報源が存在します。それはファイルやプログ
ラムといった「オブジェクト」が保有している自分自身に関
する情報です。しかも、これらの情報は簡単なコマンド操
作でファイルなどに抽出することが可能です。

システムで実際に使用されるのは、プログラムやファイ
ルといったオブジェクトになります。そのためオブジェクト
から取得した情報とソースから取得した情報では、どうし
ても前者の方の信頼度が高くなります。なぜならプログラ
ムとソースの関係はそれほど強固なものではない、という
問題があるからです。

例えば、世代の古いソースを最新のソースと勘違いして
保管していた、などというケースは実際に起こり得ます。

その意味で、現在稼働しているオブジェクト自身がさまざ
まな情報を提供してくれるのは、システムを管理する上で
大変心強いことです。

しかし、モノによってはソースからしか得られない情報
も多数存在します。そこで将来的には、オブジェクトとソー
スのそれぞれから得られる情報を適切に使用し、ユーザー
にとってより有用で精度の高いドキュメントを作成できるよ
うにしたいと思っています。

また、オブジェクトの情報を基にした分析ツールの提供
も行っていくつもりです。現在のソースから得られるのと
は異なる情報、特に運用面に関わる情報を取り込むことで、
今までとは違った切り口の検索機能や分析結果を提供でき
ればと考えています。

設計書の変換　

「ドキュメントマスター」が作成した設計書は専用の形式で
管理されており、閲覧には専用アプリケーションが必要で
す。しかし、「PDF設計書の作成」などの変換機能を使えば、

こんにちは、ZeroDivideの倉橋です。これまで6回にわたっ
てお話をさせていただいた「ドキュメントマスター」の連載も

いよいよ最終回となりました。今回は製品の特徴を振り返り
ながら、今後の展望についてお話しします。

まとめと
今後の展望

倉橋 徹次
株式会社 ZeroDivide
代表取締役社長

Profile
1971 年東京生まれの埼玉育ち。コンピュータとの出会いは小学校時代の友達の家にあった PC-6001。中学生の時に買ってもらっ
たシャープ製パソコン「X1」でプログラムの面白さに目覚める。社会人になってからは金融系のシステム開発で COBOL や PL/1
の実務経験を積むが、バブルがはじけてからは自社製ソフトの開発要員となる。前の会社で代表を務めるも 2010 年に独立して㈱
ZeroDivide を設立。現在は、開発とお客様サポートに奔走する充実した日々を送る。

最終回
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ふだんお使いのアプリケーションでも閲覧できます。これ
は前回（第６回）の稿でお話ししました。

閲覧に関しては今後も、使い勝手の向上に努めていきま
す。例えば、PDFファイルに変換した設計書を閲覧する場
合、現在はエクスプローラなどを使って保管先のフォルダ
をネットワーク越しに開いて閲覧しますが、あまりスマート
な方法とはいえません。

これを、Webブラウザなどを使って簡単に閲覧できる
ようにしたらどうでしょうか。併せて設計書の更新履歴
を確認したり、設計書の検索などが行えれば便利だろう
と思います。現在の煩雑で統一性のない閲覧環境を、ユー
ザー間で統一された閲覧環境に変えられれば利便性が高
まります。

閲覧環境とは別に、変換そのものの改善にも手を付けて
いきます。また、以前から要望の多いExcel設計書の改良
についても精力的に取り組んでいく考えです。現在は描画
オブジェクトを使って設計書を作成していますが、将来的
にはできるだけセルを使って作成できるようにします。

また、WindowsのCOM機能を使用しない変換方法につ
いても技術的な蓄積を続けていますので、将来的には変換
の際にExcel本体が不要になったり、作業にかかる時間を
大幅に短縮できるのではないかと期待しています。

スケジューラーの改善　

もともと手動で行っていた作業を自動化するために実装
したスケジューラーですが、ユーザーからさまざまな要望
をうかがい、私自身も他のスケジューラーを目にする機会
が増える中で機能的に足りない面が見えてきています。

例えば、基本となる日時設定は、現在は毎週／毎月のよ
うな単純な繰り返ししか指定できませんが、Googleカレン
ダーなどを見ると、もっと柔軟に日時設定が行えます。

業務での利用を考えれば「毎月第１日曜日に実行する」と

いった指定や「末日は実行しない」などの除外設定があると
便利だろうと思います。また、実行開始を時間指定で行っ
ているために前のスケジュールが予定時間を超過すると
次のスケジュールがスキップされてしまいますが、そうし
た事案についても対策を講じることで、より安心してスケ
ジューラーを使っていただける環境を整えていきます。

新しい技術への対応　

Windows Vista以降で、OSの核となる機構に大きく手
が入れられました。その結果、従来通りの実装をしてもう
まく作動しない機能が出ています。こうした問題に対して
は急ぎ対応策を用意し、改善を進めています。また、年々
向上するマシンの性能を余すところなく使用するために
も、ソフトウェアの64ビット化やデータベースエンジンの
機能強化なども行っていくつもりです。

新しい技術で個人的に取り組んでみたいのは、iOSや
Androidなどに代表されるスマートデバイスへの展開で
す。私自身も技術資料やマニュアルを電子化してふだん
から持ち歩いており、その利便性の高さを実感していま
す。ユーザーの皆さんにも設計資料について同じような
利便性を享受していただきたいと思っています。

これに関しては、以前はそれぞれのOS固有のアプリ
ケーションを検討していましたが、現在はHTML5や
JavaScriptなどWeb標準技術を使用して実装する方法を
模索しています。機能としては設計書の閲覧を中心に、
ファイルやプログラムのリファレンス検索などを検討して
います。例えば、ファイルやフィールドの使用状況を調べ
たり、プログラムの呼出し元や関連性を調べるといった機
能です。こうした、現在は設計書として文章化したり専用
の分析ツールを用意して提供している情報にスマートデバ
イスから簡単にアクセスできれば、さぞかし便利だろうと
思います。

79http://www.imagazine.co.jp/



⃝連載内容 第 1 回 IBM i の開発・運用でドキュメントが存在しない理由 （i Magazine 2012 年 2 月号）

第 2 回 製品のグレードと運用イメージ （i Magazine 2012 年 3 月号）

第 3 回 ドキュメントマスターの導入前評価 （i Magazine 2012 年 4 月号）

第 4 回 機能紹介　～設計書作成編～ （i Magazine 2012 年 5 月号）

第 5 回 機能紹介　～分析ツール編～ （i Magazine 2012 年 6 月号）

第 6 回 機能紹介　～変換ツール編～ （i Magazine 2012 年 7 月号）

最終回 まとめと今後の展望 （i Magazine 2012 年 8 月号）

倉橋さんのドキュメントマスターによる設計書作成・管理・活用講座　

本連載のバックナンバーを公開しています。詳しくは、i Magazine 8 月号電子版をご覧ください。

基本機能の強化　

作成される設計書の精度向上については、今後も最優先
で取り組んでいきます。必要な資料の拡充は当然として、
ユーザーの要望が高ければCLやRPGとは異なるソースに
ついても設計書の作成・分析ツールの提供を行っていくつ
もりです。

製品に関する資料の強化　

現在は、基本的な操作をまとめた資料と詳細なリファレ
ンスマニュアルを提供しています。しかし、それだけで製
品を理解し使いこなしていただくのは難しいだろうとも感
じています。そこで今後は、さまざまな形で資料や情報を
提供していくことを考えています。

例えば、初心者向けには手順を追って操作すれば一通り
の作業が行えるようなチュートリアル、ある程度の使い方

をマスターした中級者向けにはやりたいことが紐解けるQ
＆A方式の解説書、あるいは動画を使った解説資料なども
あるでしょう。

また、弊社のホームページを使った情報発信も考えてい
ます。寄せられることの多いQ＆A集や製品のTips、可
能であれば保守ユーザーへのベータ版プログラムや便利な
ツールの提供など、既存ユーザーにメリットのある情報や
サービスを提供できればと考えています。

*　*　*

今回お話しした内容は、開発者である私の願望を書き連
ねているだけに見えるかもしれません。しかし、その基と
なる発想は、お会いした多くのお客様のさまざまな要望が
ヒントとなって生まれたものです。また、そのような要望
をうかがうたびに製品や弊社に対するお客様の期待を感じ
てきました。

そうした期待にお応えできるような、また弊社の製品を
使用することでIBM iの利用に喜びを感じていただけるよ
うな、そんな製品をこれからも精力的に開発し、ご提供し
ていきたいと思っています。

まとめと今後の展望最終回
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住友重機械工業株式会社
住友重機械ビジネスアソシエイツ株式会社
設計書自動作成ツール Trinity を導入し
IBM i 上の全プログラム資産の可視化に挑む

トヨタ合成株式会社
ドキュメントマスターをカスタマイズし
自社の開発標準に合った仕様書を作成

扶桑産業株式会社
設計書作成支援ツールを導入しメンテナンス作業を
効率化、次期再構築の基本ツールとしても活用

お客様事例



プログラム資産は、
画面数が4000画面
各種プログラムは1万本以上　
　　　

　住友重機械ビジネスアソシエイツは、
住友重機械工業の子会社で人事・総
務・会計・情報システムなどのシェアー
ドサービスを提供する会社である。その
サービスの提供先である住友重機械工
業は、創業以来120年以上の歴史をも
つ日本を代表する重機メーカーで、造船・
産業機器・プラスチック機械・メカト
ロニクス・装備システムなどの事業を幅

広く展開している。
　住友重機械工業の情報システムにつ
いて、住友重機械ビジネスアソシエイツ
の重見弘之氏（情報システム部 田無情
報システムG 主事）は、「SAPの会計
システムを全社で共用している以外は、
事業分野ごとにシステムを構築・運用
する体制をとっています。それは生産し
ているものの特性が事業分野ごとに大き
く違うからで、各システムで採用してい
る技術やプラットフォームは、事業分野
ごとに異なるという特徴があります」と
説明する。
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● 保守サポート作業の際に必要な設計書情報をスピーディに得るのが非常に困難
● 設計書作成ツールTrinityの検索機能を評価し、導入
● 障害対応の作業では、24％の時間短縮効果を確認

COMPANY PROFILE

設計書自動作成ツールTrinityを導入し
IBM i上の全プログラム資産の可視化に挑む

住友重機械工業株式会社
住友重機械ビジネスアソシエイツ株式会社

POINT

日々の保守作業を効率化するとともに棚卸しと整備を進め、資産の可視化に取り組む

製　造 流通・販売 IT・通信 サービス 金融・保険 運輸・物流 建設・不動産 公共・教育 医療・福祉 その他

重見 弘之氏
住友重機械ビジネスアソシエイツ
株式会社
情報システム部
田無情報システムG
主事

住友重機械工業株式会社
本　　社：東京都品川区

創　　業：1888（明治21）年

設　　立：1934（昭和9）年

資 本 金：308億7165万円（2015年3月）

売 上 高：連結6671億円（2015年3月）

従業員数：連結1万8061名（2015年3月）

事業内容：生産関連・インフラ関連から最先端技

術分野まで多岐にわたる。最近は、液

晶・半導体関連製造装置、デジタル家

電関連製造装置など精密制御機器・キ

ーコンポーネントなどを、変減速機、

プラスチック加工機械に次ぐ事業とし

て位置づける。

http://www.shi.co.jp/

住友重機械ビジネスアソシエイツ
株式会社
本　　社：東京都品川区

設　　立：2010年

資 本 金：7500万円

売 上 高：連結6671億円（2015年3月）

従業員数：290名

事業内容：住友重機械工業のシェアードサービス

提供会社。経理代行、総務、人事、コ

ンピュータシステムの開発・運用・保

守、情報処理機器・ネットワーク網の

管理・運用・保守業務を展開
古川 博行氏
住友重機械ビジネスアソシエイツ
株式会社
情報システム部
田無情報システムG
主事

野上 祐一氏
住友重機械ビジネスアソシエイツ
株式会社
情報システム部
横須賀情報システムG
主任
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住友重機械工業株式会社
住友重機械ビジネスアソシエイツ株式会社

　たとえば、田無、横須賀、名古屋、
岡山の各製造所では、データセンター
のIBM iをメインサーバーとして共用し
RPGを主要技術としているが、そのほ
かの製造所では、JavaやOracle ESB
というように異なる。 さらに
IBM i上で稼働するアプリケー
ションも、事業特性に応じて
個別に構築されている。
　また、住友重機械工業のシ
ステムは、 それぞれが長い歴
史をもっていることも大きな特
徴である。 そのゆえ古いプロ
グラムがかなりあり、各システ
ムとも新旧を織り交ぜた膨大
な数のプログラムを搭 載して
いる。田無製造所と横須賀製
造所のシステムでは、「システ
ム/3やシステム/38時代のプ
ログラムも多数稼働中で、以
前に精査した時は、画面数が
4000画面、プログラム数は1
万本以上もありました」とベ
テランの古川博行氏（住友重
機械ビジネスアソシエイツ 情
報システム部 田無情報システ
ムG 主事）は話す。
　そうした歴史のあるシステ
ムに対して、田無製造所では
月に70〜80件、横須賀製造
所では40〜50件ほど、ユー
ザーから改修や新規開発の要
望、調査依頼がある。ところが、
その作業に着手する際に問題
が浮上していた。
「以前は、既存プログラムへ
の影響範囲を調べる時に、紙
の仕様書にあたったりソースを
見たりベテランに尋ねたりして
いましたが、古いプログラムを
知っている年長者が年々減り、
逆に経験5年未満の若手が増
え、仕様書も本体は紙、追加
分は電子ファイルとまちまちな
ので、必要な情報をスピーディ
に得るのが非常に困難になっ
ていました」（重見氏）

対策として
設計書作成ツール
Trinityを導入

　 その対 策として2012年に採 用した

のが、ZeroDivideの「Trinity」（トリニ
ティー。旧ドキュメントマスター）であ
る。Trinityは、IBM iの各種ソースから
30種類以上の設計書を自動で作成する
ツールで、システムの状況を明示化する

図表1 プログラム関連図（上流展開）

図表2 処理フロー
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を作り直してドキュメント類を整備する
ための使い方もあるでしょうが、当社と
しては日々の保守サポートで利用したい
と考え、必要な情報を簡単に見つけら
れる検索機能を高く評価しました」と
重見氏は採用の理由を語る。
　田無製造所には現在12名、横須賀
製造所では2名のシステム要員が配置
されているが、全員がTrinityを使え、日々
の保守サポートに利用している。その障

分析機能や検索機能なども豊富にもつ。
たとえば、DDSで定義されたフィールド
がRPGソースのどこで使用されているか
や、フィールドが変更された場合の影響
範囲などを簡単に調べることができる。
「ベンダーから紹介された時は製品の
イメージがつかめなかったので、当社の
ソースで試してもらいました。そのアウ
トプットは想像以上で、すぐに稟議書
を書きました。Trinityは、仕様書など

害対応で、Trinityを使用した場合と使
用しない場合の工数を比較したところ、

「作業時間が24％削減し、Trinityの導
入効果を確認できました」と横須賀製
造所の野上祐一氏（住友重機械ビジネ
スアソシエイツ株式会社 情報システム
部 横須賀情報システムG 主任）は言う。
　同社では今、全社を挙げて、作業品
質の向上とコスト削減、デリバリー時間
の短縮に取り組んでいる。また提供す
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図表3 Trinity 画面 _検索用辞書

図表4 検索用辞書データ活用例 _Excel 加工
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「これまでに、分析したプログラムの約
30％を削減しました。やり方のコツも
つかめてきたので、スムーズに横展開で
きるのではないかと考えています」と野
上氏。また、重見氏は、Trinityによる
作業の意義を次のように述べる。
「この棚卸しと整備によって、我々が

るサービスは、その内容と作業工数（時
間）によって受益部門に対し請求する
ので、「作業工数の圧縮は、顧客に対す
るサービスの向上にもなります」と野上

氏は話す。

棚卸しと整備を進め
全プログラム資産の
可視化へ

　田無製造所と横須賀製造所
のシステム担当者は今、保守
業務の効率化策の一つとして、

「IBM i上の全プログラム資産
の整備を念頭に置いて」（野
上氏）、可視化を進めている。
その手始めとして、横須賀製
造所のプログラム資産の棚卸
しと整備を進行中である。
　進め方としては、選択した
プログラムについて、ソースと
オブジェクトの有無を確認し、
欠けているものがあれば「穴埋
め」してソースとオブジェクト
をセットで揃え、また5年 以
上未使用のプログラムについ
ては削除するという方法をとっ
ている。これによって、現在
使用中のプログラムだけを残
すことが可 能になる。Trinity
はソースから自動でドキュメン
トを生成するので、常に稼働
中のプログラムのドキュメント
だけが保持できる。
「Trinity がいいのは、Excel
でプログラムを管 理できて加
工性もよく、個々のソースご
とに仕様書を作成してくれる
点です。これによって棚卸し
を効率的に進めることができ、
プログラム資産の整備をスピー
ディに行えます」と野上氏は
評価する。
　横須賀製造所のプログラム
資産の棚卸しについては現在
70％ほど終了し、年内にすべ
て完了する見込みである。

長い間実践してきた保守・運用の姿と
結 果を見ることができます。 そしてそ
れによって、我々の運用の仕方やルー
ル、体制のあり方の不備が明らかにな
り、今後のあるべき姿が見えてくると考
えられます。Trinityは大きなインパクト
をもっていると感じています」

図表5 検索用辞書データ活用例 _Excel 加工 2

図表6 項目セット分析
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1999年と2009年に
サーバー統合を実施

　トヨタ自動車のゴム研究部門が独立して

1949年に設立された豊田合成は、自動車部

品のほかに、最近ではPCや携帯電話、照明

用のLED製品を手がけ業容を拡大してい

る。拠点としては、国内に北は岩手から南は

福岡まで14拠点（工場、物流センター）があ

り、海外には約40の生産拠点がある。

　そのうち国内の生産・物流システムは、

1997年まで6拠点に各1台または2台の

AS/400を配備し運用していた。システム部

員も各拠点に生産と物流の担当を数名ず

つ配置し、各ユーザーの改善要求に対して

保守と改修を行っていた。

　しかし、1997年に各拠点に配置されたシ

ステム部員を愛知県清須市の本社へ集合

させ、従来の個別最適から全体最適での業

務・システム改善に切り替て各拠点の

AS/400を統括運用管理することとした。

　そして、2年後に、各拠点に置いていた

AS/400を11台から4台に統合し運用する

体制に切り替えた（1999年）。

 「それまでは拠点ごとに運用していました
が、4台のAS/400上に作成した14個のライ

ブラリに、14拠点ごとのシステムを置き、統

合運用を開始しました」と生産系システム
の運用を統括する大辻京太郎氏（経理本部 

IT推進部 運用室 グループリーダー）は説

明する。

　そしてその10年後（2009年）、今度は4台

のAS/400を1台のIBM iへ集約するサーバ

ー統合を行った。14個のライブラリはそのま

まIBM i上へ移行した。

　同社のプログラム本数は約4万本。ただし

この数は、基本ソフトとしていたものを各工

場向けにコピーし修正・改修の結果バリエ

ーションが付いた結果で、「実質は3000本
程度」（大辻氏）という。
　今回のレポートは、上記のような変遷を

経てきた同社のプログラムの、仕様書管理

の効率化についてである。

　前述したように、同社ではかつて、14の拠

点ごとに生産系と物流系のシステムを運用

していた。同一の業務では、各工場で共通

のシステムを使用していたが、工場ごとに保

守や改修が異なるため稼働中のプログラム

・プログラム開発における効率化と生産性向上が課題に
・ツール導入前に、仕様書出力のテストを行い詳細に検討
・自社の基準フォーマットに合わせるため、ツールをカスタマイズ
・将来的に、プログラムの棚卸しと洗い出しに利用する構想

POINT

ドキュメントマスターをカスタマイズし　　　
自社の開発標準に合った仕様書を作成
 プログラム開発の効率化とJ-SOX対応を目的に、仕様書作成ツールを導入

先進ユーザー事例 

豊田合成株式会社

COMPANY PROFILE
本　　社 ：愛知県清須市
設　　立 ：1949年
資  本  金 ：280億円
売  上  高 ：単独：3236億円　
   連結：5045億円（2012年3月）
従業員数 ：単独：6970名
   連結：2万9108名（2012年3月）
事業内容： 主に自動車部品を製造、
 LED製品の生産も行っている
http://www.toyoda-gosei.co.jp/

大辻京太郎 氏
経理本部
IT推進部 運用室
グループリーダー

横山香澄 氏
経理本部
IT推進部 運用室
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のソースはまちまちという状態になっていた。

　1997年にシステム部員が本社に集められ

た時、各拠点で作成された仕様書やドキュ

メント類も集められた。その量は、「ファイ
ル数にして数百冊」にも上った。
　しかしその後、個々のプログラムに詳しい

管理者が担当を離れるに伴い、そうした仕

様書類はまったく使用されない状態になっ

た。「過去の仕様書を見てもソースと異なる
場合があり、直接ソースを見たほうが早か

った」からである。しかし、これは非効率で
生産性の点で問題があるため、改善のテー

マに挙げられていた。

　そこへJ-SOX対応の要請もあり、仕様書

を整備する必要性が高くなった。大辻氏ら

はこれを格好の機会と捉え、ツールを導入

してJ-SOXへの対応と仕様書の整備を図る

こととした。2006年のことである。

　2007年に入ってツールの選定作業を開

始した。検討したのは3製品。このうち

ZeroDivide社の「ドキュメントマスター」が
同社のニーズに最も合致していると判断さ

れた。「3製品ともソースから仕様書を作成
する機能は同じでしたが、ドキュメントマス

ターの出力形態が当社に合う形にほぼ出

来ていました。ただし、細かい部分で当社の

フォーマットに合わせる必要があるため、

実際のソースから仕様書を出力してもら

い、確認を進めることにしました」（IBM iの

運用管理を担当する横山香澄氏。経理本部

IT推進部 運用室）

ベンダー側に要望を出し
きめ細かくカスタマイズ

　同社では、プログラムの開発に関して「シス
テム開発標準書」を策定している。その中で
仕様書に関しては、ソース名、タイトル、作成

日、システム名、ライブラリ／ファイル名、プ

ログラム名、作成者名などを所定の位置に記

載する規定がある。プログラムも、上記の要素

を所定の場所に記述する決まりである。

　出力された仕様書と元のソースを比較し

た結果、ドキュメントマスターの標準仕様で

は、同社の仕様書フォーマットに必要な事

項を一部しか出力しないことが分かった。例

えば、仕様書表紙に記載する「プログラム
ID」が、ドキュメントマスターでは出力でき
ないといったことである。

 「そこでZeroDivide社に対し、変更とカスタ
マイズが可能か打診を行いました。多くの確

認項目がありましたが、そのすべてに対応可

能との回答があり、採用を決めました」と横
山氏は語る。大辻氏は「ドキュメントマスタ
ーは非常に柔軟」と感想をもらす。
　ドキュメントマスターの利用開始（2008

年）後、当初の目的であった、J-SOX対応の

ための詳細仕様書の最新版管理や変更管

理が効率的に行えるようになった。

　ドキュメントマスターの現在の使い方

は、次の通りである。

①仕様変更時に最新版の仕様書をドキュ

メントマスター管理PCから出力

②変更内容を設計担当が朱書きで記述

し、プログラマーへ修正指示

③プログラム修正結果で仕様書に基づいた

テスト実施

④ソースに基づきドキュメントマスターにて

最新版ドキュメントを生成し、管理PC上

に保管

 「詳細設計書の出力は、ドキュメントマスタ
ーを使えば2～ 3日の作業で済みますが、

いつでも最新版やプログラム関連図などを

出力できるので、紙に出すことを止めまし

た。概要部分のみを紙ベースで整備してい

ます」と大辻氏は説明する。
　ドキュメントマスターの利用開始から4年。

横山氏は、「随時バージョンアップのサービ
スで機能向上し、特に不具合発生することな

く活用できています。使いづらいとか、目的

のものがきちんと出力されなかったというこ

とは、まったくありませんでした」と振り返る。
　同社では将来的に、現在拠点ごとに分か

れている生産・物流システムの共通化・統

合化を進める計画。その際のプログラムの

棚卸しと洗い出しにも、ドキュメントマスタ

ーを利用する考えだ。

図表  サーバー配置の変遷とドキュメントマスター導入の背景

～1999年
6拠点に各1～2台のAS/400と
システム部員数名を配置

1999年
本社に設置した4台のAS/400に集約
14個のライブラリに14拠点ごとのシステムを配置し運用

本社 本社6拠点

2009年
本社の1台のIBM iに集約
14個のライブラリをそのまま移行

J-SOX対応

仕様書の整備

2008年
ドキュメントマスターを導入

IBM iAS/400
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保守・トラブル対応で
問題を抱える
　アプリケーションを利用し始めて
XX年。システムは問題なく稼働して
いるものの、設計書やメンテナンス履
歴がないため保守やトラブルへの対応
にいつも苦労している̶̶という
System iユーザーは非常に多いだろ
う。本稿でレポートする溶接材料・溶
接工具の専門商社、扶桑産業もそうし
た問題を抱えていた1社で、同社の杉

本浩司 総務部計算課主任は次のよう
に説明する。
 「現在のシステム部門には基幹システ
ムを開発したメンバーが１人も在籍し
ておらず、しかも過去の詳細なメンテ
ナンス記録が残されてこなかったの
で、急なトラブルへの対応やメンテナ
ンスの際に毎回、プログラムや仕様の
解析に多くの時間を割いていました。
その結果、タイムリーな対応が行え
ず、大きな問題となっていました」
　同社は1974年に国産メインフレー
ムを導入。1989年にAS/400へ切り
替えて基幹システムを再構築し、さら
に2000年にAS/400をリプレースす
るとともに情報系システムを構築して
現在に至っている。AS/400上では今、
受発注、販売管理、会計支払、人事給
与などの基幹アプリケーションを含め
て自社開発した3400本のRPGプログ
ラムが稼働しているが、その大半が
1989年当時に開発されたもので、こ
の20年ほどの間に幾度となくメンテ
ナンスと改修が繰り返されてきた。
　そしてここ数年は、杉本氏と同僚の
片山智弘氏（総務部計算課）が2人体制
でメンテナンスしてきたが、両氏はこ
のほかにも新規システムの企画・設計
や業務部門のPC運用支援などを抱え
ているため、メンテナンス業務の効率

化が課題となっていた。
　ただし、この問題の解決に大きな力
となった設計書作成支援システム「Do 
cument Master for System i5」（以
下、Document Master）の導入は、「実
は別の理由でした」と片山氏は語る。

3400本のプログラムの
設計書を自動作成　　　　　

  「昨年4月に入社した私は、当初、
RPGプログラムの独特の構造になかな
か慣れることができず、自社プログラ
ムを解析してRPGについて実習できる
よい方法はないかと考えていました。
そしてネット上でいろいろと調べてい
るうちに出会ったのが、Document 
Masterでした」（片山氏）
　ここでDocument Masterに馴染み
のない読者に簡単に紹介すると、Do 
cument MasterとはSystem i用に開
発されたRPGやCLのソースコードを
基に設計書を自動作成するツールであ
る。プログラム仕様書、処理フロー、
プログラム関連図、パラメータ定義書
など、さまざまな設計書が作成可能
で、またこれとは別に「管理資料」と
呼ばれるシステム全体の目録的な資料
も自動で作成することができる。
　Document Masterが役に立ちそう
だと考えた片山氏はさっそく杉本氏に

先進のユーザー事例❷　既存プログラムの設計仕様書作成

POINT COMPANY PROFILE

設計書作成支援ツールを導入しメンテナンス作業を
効率化、次期再構築の基本ツールとしても活用

扶桑産業株式会社

● メンテナンス履歴がなく、保守・トラブルへの対応が困難

● 設計書作成支援システム「Document Master for System i5」を導入

● 問題判別の切り分けが容易に。修正要求にスピード対応

創業：1944年
本社：大阪市北区
資本金：1億8000万円
従業員数：124名（2008年3月現在）
http://www.fsfuso.co.jp/

杉本浩司氏

総務部　計算課
主任

片山智弘氏

総務部　計算課
主任
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相談し、試しに開発元のエヌ・ティ・
エルへソースコードを送って解析して
もらい、作成された設計書を基に
Document Masterの機能を確認する
ことにした。そして、戻ってきた解析
結果を、当のソースコードの開発者に
見てもらったところ、設計仕様書もプ
ログラムフロー図も「極めて正確」と
いう折り紙が付けられた。それならば、
「メンテナンスやトラブル対応にも使
えるだろう」（杉本氏）となったのが、
導入の経緯である。
　杉本氏らは導入後、3400本のプロ
グラム全てについてDocument Ma 
sterを使って設計書を作成した。ス
ケジュールを組めば、後はDocume 
nt Masterが自動で処理してくれるの
で「ほとんど手間はかからなかった」
と言う。
 「3400本の約半数のプログラムにつ
いては手書きの仕様書が残されていま
したが、作成者ごとに仕様書のまとめ
方に癖や流儀があり、利用しにくい部
分がありました。それがDocument 
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Masterによる設計書では統一された
フォーマットになるので、見やすく使
いやすくなりました。また、ドキュメ
ントの精度も、当初想像していたより
高いと評価しています」（杉本氏）

システム全体が見渡せ
品質向上の効果も
　Document Masterの導入によっ
て、メンテナンスやトラブルへの対応
スピードが大きく変わった。片山氏は、
「対象となるプログラムがシステム全
体の中でどう関連付けられているのか
素早く把握できるので、対応のための
切り分け時間を大幅に短縮できるよう
になりました。業務部門からの問い合
わせに対しても、スピーディにアクシ
ョンを起こせるようになっています」
と言う。
　杉本氏と片山氏は今、修正要求が業
務部門から寄せられると、まずDocu 
ment Masterで作成した「管理資料」
に手を伸ばす。「特に、ファイルNET
やプログラムNETなどの一覧表が充実

図表 扶桑産業のDocument Master利用概要

していて、作業の範囲や工数に当たり
をつけることが容易になりました」と
言う。
　また、杉本氏は、「メンテナンスはど
うしても部分最適になりがちですが、
設計書や管理資料の利用によってシス
テム全体を見渡すことができ個々のプ
ログラムの関連性が分かるので、メン
テナンスの品質を上げられるようにな
りました。また、ドキュメントをPDF
で生成できるため情報を共有しやす
く、この面でも品質向上に役立ってい
ると思います」と、導入の効果を語る。
さらに、Document Masterで作成し
たドキュメントはプログラム構造を理
解するのにも格好の資料となり、「シス
テム部員の教育テキストとしても活用
できるのではないか」と杉本氏は指摘
する。
　同社では今後、Web化など基幹シス
テムの再構築を進めていく計画。
「Document Masterで作成される各
種ドキュメントをフルに活用していき
たい」と両氏は抱負を語る。 



った方から、RPG版のお問い合わせがあったのがきっ
かけです。そして、RPG版を開発するのなら関連資料
も提供してくださるという。そこで開発に取り組むこ
とになりました。それが97〜98年頃です。
i Mag　現在の製品の形になったのはいつですか。
倉橋　2002年です。この年にバージョン1をリリース
し、以降毎年、年に1回のペースでバージョンアップを
続けています。

高速化、PDF 化
スケジュールの自動化

i Mag　現在まで、どのように発展してきているのです
か。
倉橋　最初は、対象となるプログラム本数を最大でも
1000〜2000本程度、ふつうは500本くらいだろうと想
定していたんです。ところが、2番目にご購入いただい
た会社が9000本のプログラムを稼働させていて、その
設計書を作りたいという。実際にドキュメントマスタ
ーを動かしてみると、処理速度がまったく追いつかな
いんです。

MS-DOS版から
20 年の歴史

i Magazine（以下、iMag）　ドキュメントマスターは現
在バージョン10ですが、これまでの歩みをご紹介くだ
さい。
倉橋　大本を辿ると、以前に在職していた会社（エヌ・
ティ・エル）で「ファイルデザインシステム」という設計
書作成ツールを開発したのが発端です。1992年頃の話
で、ドキュメントマスターはそれを母体に開発された
ものです。最初のバージョンはMS-DOS版でした。た
だ、このDOS版はターゲットとしていたメインフレー
ムとのやり取りがあまりうまくいかず、普及し始める
のはその後のWindows版からになります。また当初は、
設計書の作成に重点が置かれていて、現在のようなプ
ログラムソースから設計書を生成する機能に重点が置
かれたのは、かなり後のことです。それと最初に実装
された設計書の生成機能はRPGではなくCOBOL対応
のものでした。
i Mag　RPGにはいつ対応したのですか。
倉橋　COBOL対応のドキュメントマスターをご覧にな

ドキュメントマスターの開発者に聞く

プログラムのソースから設計書を自動生成するドキュメントマスター。目立たない分野ながら、着
実にユーザーを増やしている。開発・販売会社 ZeroDivide の代表であり、開発・販売・サポート・
保守の一人4役をこなす倉橋徹次氏に、ドキュメントマスターの歩みと今後の計画をうかがった。

今年中に、機能制限版と
オブジェクト対応版を
リリースします。

Interview 

株式会社ZeroDivide　代表取締役社長

倉橋 徹次 氏
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から送っていただいたソースを生成してお届けしたり、
お客様を訪問して目の前で生成したりします。ソース
が揃っていなくても、揃っていないなりに生成できま
す。
i Mag　ソースから設計書を生成した時の、最初の反応
はいかがですか。
倉橋　ふだん目にしているソースが資料として出てく
るので、最初はびっくりされることがほとんどです。
皆さん、非常に感動されますね。しかし、製品を使い始
めてしばらくすると、「当たり前のこと」になります（笑）。

IBM iのオブジェクトも
生成対象に

i Mag　製品面での今後の計画は。
倉橋　製品の構成を変更しようと考えています。現状
は、Professional版、Advanced版とClient版の 3 種類
があるのですが、新しい製品では、機能制限版と通常
版、オブジェクト対応版の3種類の構成にする予定で
す。機能制限版は、設計書を生成するだけでそれ以外
の高度な機能は必要ないというお客様が対象で、価格
も通常版より低く設定します。今年リリースする予定
です。
i Mag　オブジェクト対応版というのは、どんなもので
すか。
倉橋　現在のドキュメントマスターはソースとメンバ
ーが対象で、オブジェクトは含まれていません。しか
し、オブジェクトの中にはさまざまな情報があるので、
そのリストを基にしてソースを取得し生成すれば、ド
キュメントとしての整合性はさらに高まります。特に、
更新の履歴やプログラム資産の棚卸しなどは、お客様
にとってとても大きなメリットになるかと思います。
オブジェクト対応版はそれを可能にするリリースです
ね。
i Mag　その先の構想はありますか。
倉橋　今、BIツールが注目を集めていますが、開発・
運用担当者向けの「DIツール」が作れないかと考えてい
ます。Business Intelligenceに対しての、Development 
Intelligence。つまり、開発・運用担当者向けに、シス
テムの構造や振る舞いを統計的に描き出すツールです。
i Mag　やることはまだまだありますね。
倉橋　ドキュメントに対するお客様のご要望は尽きな
い、と感じています。

i Mag　どのように対処したのですか。
倉橋　すぐにプログラムの改修に取りかかりました。
処理を高速化させるための手入れですね。
i Mag　ステップ数を減らすというような変更ですか。
倉橋　むしろ、処理の最適化です。Windowsのリソー
スに依存している部分をなくすように変更したり、メ
モリの確保の仕方を最適化するといった改修です。処
理速度はコーディングによって大幅に変わりますから
ね。これによって問題のないレベルまでパフォーマン
スを上げることができました。
i Mag　そのほかには、どのような拡張がありますか。
倉橋　PDFの生成です。それ以前のドキュメントマス
ターでは、生成したドキュメントを画面やプリントで
しか確認できませんでしたが、自動でPDFを吐き出せ
るようになり便利になりました。ちょうど内部統制が
話題になっていた時期で、PDF形式の設計書でも監査
が通るということで、システム部門の方々には好評で
した。そのほかはスケジューラの自動化ですね。
i Mag　それはどのようなものですか。
倉橋　設定したタイミングで設計書を自動的に生成し、
最新の内容に改版するものです。
i Mag　設計書の生成にも、自動化のニーズがあるので
すか。
倉橋　潜在的にはとても大きいと思います。というの
は、日本の企業にはドキュメントを残して継続的に改
版していくというカルチャーがうまく定着していない
んです。できれば、そんな手間のかかることはしたく
ない（笑）。システム担当者に時間があってルーチンワ
ークになっていればそんなことはないのかもしれませ
んが。そこで、スケジューリングさえしておけば自動
的に改版し、常に最新の設計書にしてくれる機能への
要望が高いわけです。
i Mag　他製品と比較して、ドキュメントマスターの特
徴は何ですか。
倉橋　IBM iに対する依存度が低いという点です。タ
ーゲットがIBM iで、そのソースの解析と設計書生成
をPC上で行えるのは、ドキュメントマスターくらいだ
ろうと思います。他社製品はIBM i上で稼働するもの
がほとんどです。IBM iに負荷をかけないのがドキュ
メントマスターの特徴と言えます。
i Mag　「体験翻訳」というのをやっていますね。
倉橋　はい。製品をご購入いただく前に必ずデモをや
りますが、それを「体験翻訳」と呼んでいます。お客様
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i Magazine は、アイマガジン株式会社が年 4回、発行する
IBM i（System i5、iSeries、AS/400）ユーザーのための技
術専門誌です。IBM i 対応の製品・技術・サービスが可能
とする問題解決の内容と、経営・ビジネス課題の実現に最
適な製品・技術・サービスを紹介しています。




